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主論文 

Ultrasound-detected synovitis of the forefoot in patients with early rheumatoid arthritis, unlike that 

of the hand, does not correlate positively with 28-joint disease activity scores 

 

早期関節リウマチ患者において関節エコーで検出される前足部滑膜炎は、手部滑膜炎と

は異なり、28 関節評価での疾患活動性スコアと正の相関を示さない 
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論文審査の要旨 

 

本研究は DAS28 など関節リウマチ患者（RA）の活動性指標を得るために観察する関節

に、前足部の MTP 関節が含まれていない点に注目し、MTP 関節の滑膜炎の程度をエコ

ーにて判定し、その程度が全身の疾患活動性や身体機能障害と関連しないか、発症２年

以内 RA 患者につき研究したものである。MTP 関節炎の程度は多種の全身の疾患活動性

指標や炎症反応と相関せず、言い換えると MTP 関節炎は見逃されやすく、関節破壊が

徐々に進行してしまう可能性があり、注意深く観察していく必要があるとのことであっ

た。公聴会では何故 MTP 滑膜炎は無症候性であることが多いのかに対しては、前足部

は荷重にさらされやすく、痛みの閾値が高い可能性がある、また、MTP 滑膜炎は無症候

性でも関節破壊を防ぐために治療強化の対象となるかに対しては、エコー所見から関節

破壊しやすいと考えられるものを選び出して治療強化が必要と答えられた。他の質問に

対する応答もスムースで的を得ており、本論文や副論文も合わせて，運動再検医学への

寄与も大きく、博士（医学）に値する研究と考える． 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 

 

 

令和 4年 3月 8日 

 学位審査委員長 

 総合臨床病態学 

教授 西尾 健治 

 学位審査委員 

 運動器再建医学 

准教授 谷口 晃 

 学位審査委員(指導教員) 

 運動器再建医学 

教授 田中 康仁 

 


